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Abstract

This study aimed to both clarify trends in research on raising infant grandchildren through a literature review and to examine 

future issues. We searched Ichushi-Web from the Japan Medical Abstracts Society and CiNii Articles using keywords such as 

“raising grandchildren” and “grandparents”, and conducted a review of 2₄ cases in the literature that described raising infant 

grandchildren. For the target literature, the year of publication, title, research purpose, research design, research subjects, and 

results were listed, and the research trends were examined in ₅-year increments. As a result of the literature review, research on 

raising infant grandchildren was classified into three themes: the contents of grandparents raising grandchildren, the impact of 

raising grandchildren on the health of grandparents, and support for grandparents raising grandchildren. In future research, it 

will be necessary to analyze the effects of the grandparents' age and lifestyle, and consider methods of support, because it 

became clear that grandparents of a wide range of ages are raising infant grandchildren.

要　　旨

　本研究は，乳幼児期の孫育てに関する研究の動向を文献レビューにより明らかにし，今後の課題を検討すること
を目的とした．
　「孫育て」「祖父母」等をキーワードに，医学中央雑誌 Web（Ver. ５），CiNii を用いて検索し，乳幼児期の孫育て
について記述された2₄件を文献レビューの対象とした．対象文献について，発表年，タイトル，研究目的，研究対
象者，結果を列挙し，５年ごとに研究の動向を検討した．
　文献レビューの結果，乳幼児期の孫育て研究は，祖父母が行う孫育ての内容，祖父母の健康への影響，祖父母を
対象とした支援の３つに分類された．幅広い年齢の祖父母が乳幼児期の孫育てを行っている実態も明らかになった
ことから，今後は，祖父母の年齢別の分析やライフスタイルの影響を考慮した分析を行い，支援を検討することが
必要ではないかと考えられた．

１　福島県立医科大学看護学部地域・公衆衛生看護学部門 Department of Community and Public Health Nursing,Fukushima Medical University 

School of Nursing

２　福島県立医科大学看護学部成人・老年看護学部門 Departnet of Adult and Gerontological Nursing, Fukushima Medical University School 

of Nursing

３　福島県立医科大学看護学部小児・精神看護学部門 Department of Child Health and Mental Health Nursing, Fukushima Medical University 

School of Nursing

 受付日：2₀2₀年９月₁₈日　受理日：2₀2₀年₁2月22日



2　福島県立医科大学看護学部紀要 第23号 1-8, 2021

Ⅰ．はじめに

　近年，女性の社会進出による共働き世帯の増加１）や，
子育ての社会資源が充足していないこと２）等を背景に，
地域における子育て支援の一環として，孫育てが推進さ
れている．2₀₁₄年に厚生労働省は，次世代育成支援対策
推進法に基づく行動計画策定指針を定め，その中に孫育
てのための休暇制度の創設を盛り込んでいる３）．また，
2₀₁₅年に一億総活躍国民会議で「一億総活躍社会の実現
に向けて緊急に実施すべき対策－成長と分配との好循環
に向けて－」が取りまとめられ，「家族の支え合いにより
子育てしやすい環境を整備するため三世代同居・近居の
環境を整備する」などの取り組みが行われてきた４）．自
治体や医療機関においても，孫育て推進のために，孫育
てハンドブックの交付や孫育て教室が実施されている５）．
　このように孫育て推進のための様々な取り組みが実施
されているが，特に乳幼児期の孫育てへの期待は大き
い．乳幼児期は，生活の全てを親や主たる養育者といった
周囲の大人に依存しなければならない時期であるため６），
養育行為を多く必要とするからである．この乳幼児期の
養育支援について，2₀～₇₉歳の男女を対象とした内閣府
の調査によれば，子どもが小学校に入学するまでの間，
祖父母が育児や家事の手助けをすることが望ましいと約
８割が回答している７）ことからも，祖父母への期待の
大きさがうかがえる．しかし，祖父母の側からみると，
孫育てをすることが無条件の喜びや生きがいにならない
ことが指摘されており８），祖父母にとって良い影響ばか
りではないことも示唆されている９）．
　特に，乳幼児期の孫を持つ祖父母は₅₀～₆₀歳代が多く₁₀

～₁2），年代に応じた様々な役割獲得₁3）だけでなく，ボラン
ティア活動や余暇活動への参加など₁₄），自分らしさを求め
て活動している年代でもあるため，孫育てが必ずしも祖父
母の喜びや生きがいにならないという指摘は，₅₀～₆₀歳代

の祖父母自身の自己実現の困難さにつながると考えられる．
孫育ての推進のためには，担い手である祖父母の側からの
検討も必要だが，まずは，乳幼児期の孫育てに関するこれ
までの研究を整理し，課題を検討する必要があると考えた．

Ⅱ．研究の目的

　乳幼児期の孫育てに関するこれまでの研究の動向を整
理し，今後の課題について検討する．

Ⅲ．研究方法

　文献検索のデータベースは，医学中央雑誌 Web（ver. ５）
と CiNii を用いた．検索に際しては，キーワードを「孫」
と「育児／孫育て／子育て／子守り」と「祖父母／祖父
／祖母／高齢者／三世代」とした．会議録を除く和文献
の中から，祖父母による乳幼児期の孫の世話に関する記
述があるものを抽出することとした．
　検索期間を指定せずに検索したところ，文献は計₁₀₀
件であった（2₀₁₈年６月時点）．このうち，重複文献を
除外し，祖父母による乳幼児期の孫の世話に関する記述
がある2₄件₁₅～3₈）の文献を分析対象とすることとした．
　対象文献について，発表年，タイトル，研究目的，研
究デザイン，研究対象者，結果（主な内容）を抽出し，
５年ごとに研究の動向を分析した．

Ⅳ．結　　果

　検索の結果，最初に文献が登場したのが₁₉₉₄年であっ
たため，₁₉₉₄年からの文献を対象とした．対象文献の年
次推移を５年ごとにみると，₁₉₉₄～₁₉₉₈年３件₁₅～₁₇），₁₉₉₉
～2₀₀3年２件₁₈）₁₉），2₀₀₄～2₀₀₈年２件2₀）2₁），2₀₀₉～2₀₁3
年７件22～2₈），2₀₁₄～2₀₁₈年₁₀件2₉～3₈）であった．2₀₀₉年
以降，増加の傾向を示していた．

表１．乳幼児期の孫育てに関する文献の概要

№ タイトル
著者（発表年） 研究目的 研究

デザイン 研究対象者 結果（主な内容）

₁₉₉₄
～

₁₉₉₈
年の
文献

１

祖父母・孫関係に
関する研究－第３
報－－「孫育て」
にみる祖父母の位
置づけおよびその
主観的評価－

杉井ら（₁₉₉₄）

「孫育て」において，祖
父母がどのような位置を
占めているのか，いかな
る援助を行っているのか
を明らかにするととも
に，それらを祖父母自身
がいかに主観的に受け止
めているのかを実証的に
検証する

横断研究 ３歳児健康診断受診
者の祖父母₁₇₇名

■平均年齢は₆2.₀₁歳（₄₆～₇₇歳）であり，₅₀歳代3₁.₅％，₆₀歳代₅₅.3％，₇₀歳代
₁₁.3％であった

■祖父母が抱く「有用感」では，「祖母の喜び」と「孫がなつく」，「孫からの必要性」
に有意差がみられ，「生活満足感」では，「孫がなつく」に有意差がみられた

■祖父母は，育児は母親を主体とし，父親や父方祖母・祖父が代替的に支え，その
まわりを母方祖母・祖父が補完的に支え，さらにそのまわりをその他の親族，友人，
近所の人が支えると認識していた

■育児関与に関する認識では，祖父母ともに育児関与を「時々している」という項
目が最も多く，特に祖母は，食事の世話や風呂，昔話や本の読み聞かせといった
育児に祖父よりも多く関わっていた

２

祖母の「孫育て」
に関する研究－主
観的幸福感との関
連において－

杉井ら（₁₉₉₆）

祖母の育児参加実態と育
児意識を明らかにすると
ともに，それらがどのよ
うに主観的幸福感に影響
を及ぼすのかを実証的に
検証する

横断研究 ３歳児健康診断受診
者の母親₁2₁名（祖
母と同居）および祖
母₁₁₁名（子ども夫
婦・孫と同居）

■祖母の平均年齢は₆2.₅₈歳（₄₈～₇₇歳）であり，₅₀歳代3₀.3％，₆₀歳代₅₆.₉％，₇₀
歳代₁₁％であった

■母親が主体的に育児を行い，祖母は補佐的に育児に関与している，と祖母・母親
双方が認知していた

■祖母は，育児は親がすべきもので口出しすべきではないという認識を母親よりも
持っていた

■祖母自身がより多くの孫育てを実際に行っていると認識しているほうが，主観的
幸福感を高く有していた
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№ タイトル
著者（発表年） 研究目的 研究

デザイン 研究対象者 結果（主な内容）

₁₉₉₄
～

₁₉₉₈
年の
文献

３

祖母の子育て参加
の 実 態 に つ い て

（第１報）－子育
て参加の内容－

宮中ら（₁₉₉₆）

３歳の幼児と養育的関わ
りを持つ祖母の子育て参
加の実態を明らかにする

横断研究 京都府内に居住し，
３歳児の孫に対して
何らかの養育的関わ
りをしている，同居
または近隣に居住し
ている祖母₅2₈名

■年齢は，₄₀歳代₁.₁％，₅₀歳代3₄.₇％，₆₀歳代₅₁.₇％，₇₀歳代₉.₈％であった
■子育て参加の理由は，「母親支援型」₄₀.₅％，「対孫関係型」₁₉.₇％，両方を理由

に挙げた「混合型」3₁.₄％であった
■乳児期への子育て参加状況について，直接的子育てで最も多いのはおむつ交換

₈2.₉％，間接的子育てで最も多いのは育児の相談₇₁.₄％，社会・文化的子育てで最
も多いのはあやす・抱く₈₉.₉％であった．幼児期における子育て参加状況について，
直接的子育てで最も多いのは衣服の着替え₇₀.₄％，間接的子育てで最も多いのは
育児の相談₆₄.₈％，社会・文化的子育てで最も多いのは一緒に遊ぶ₉2.₈％であった

■約９割の祖母は子育て参加をしていて楽しいと感じ，約７割が心配や不安がある
と感じていた．心配や不安の内容として，「自分の身体の疲労」「自分が子育てを
していた時と子育ての仕方が異なり戸惑う」があった

₁₉₉₉
～

2₀₀3
年の
文献

４

孫の出生にともな
う祖父母の育児関
与と健康づくり

波川ら（2₀₀₀）

孫の出生との関連で，祖
父母世代の生きがいづく
りや，要介護状態の予防
につながる保健行動を把
握し，孫世代との異世代
間交流による祖父母世代
の健康づくりや，育児参
加のあり方の基礎資料を
得る

横断研究 同居・別居の２歳以
下の孫がいる祖父33
名および祖母₄3名の
計₇₆名

■平均年齢は，祖父₅₉.₅歳（₄₈～₇₀歳），祖母₅₆.₆歳（₄₇～₇₁歳）であった
■食事，入浴，オムツ交換，遊びなど，育児へ関与している祖父母は，₅₅.3％であった
■祖父母の保健行動について，以前より増加したと答えた人が₇₀％を超えたものは，

人生目標では「孫の成長の節目を楽しみにする」「孫の成長が見られるよう健康
に注意する」，社会面では「雛祭りなど子どもの歳時記への関心」「環境問題への
関心」が出生後に増加していた．社会面の「友人知人に孫の話をする頻度」「子
どもが巻き込まれる犯罪に注目」は，出生前・後共に増加していた

５

中高年女性（祖母）
の子育て参加と心
理的健康との関連
について－心の健
康にプラスとなる
孫との関わり方－

宮中（2₀₀₁）

中高年女性（祖母）の子
育て参加がどのように心
理的健康に影響するかを
分析し，特に心の健康に
プラスに影響する孫との
関わり方について考察す
る

横断研究 京都市および隣接す
る５保健所管内区に
おける３～５歳児を
持つ母親と同居また
は近隣に居住し孫と
何らかの養育的関わ
りのある祖母₅2₈名

■年齢は，₄₀歳代₁.₁％、₅₀歳代3₄.₇％、₆₀歳代₅₁.₇％、₇₀歳代₉.₈％であった
■祖母が生きがいと感じていることは，孫の世話₇₁.₈％，友人や隣人との交際

₆₆.₇％，趣味や娯楽₆₆.₁％であった
■心理的健康にプラスに影響していた因子（SDS の抑鬱度を下げ，PGC モラールス

ケールの満足度を高めることに関与していた要因）は，「健康と感じている」「日
常活動に自立している」「配偶者が健在である」「子育てに疲れを感じていない」「母
親との育児方針の相違がない」「子どもの世話が好き」「遊びなどを中心とした社
会・文化的な子育て参加が多い」などであった

2₀₀₄
～

2₀₀₈
年の
文献

６

家族員の育児対処
能力向上のための
孫育児支援プログ
ラムの有用性と課
題

石井ら（2₀₀₈）

生後１年未満の孫の育児
に関わる祖父母を対象と
した孫育児支援プログラ
ムを実施し，その反応を
通してプログラムを評価
し，有用な孫育児支援の
あり方を提示する

事例研究 生後１年未満の孫の
育児に関わってお
り，孫育児支援プロ
グラム全３回に参加
した祖父母２名

■年齢は，₄₀代後半１名，₆₀代後半１名であった
■孫育児支援プログラムの目的は，祖父母と両親が育児方針を共有し，協力・役割

分担できることにより，家族員の育児対処能力が向上し家族の関係性が良好にな
ることであった

■事例Ａは，専門家による情報提供や参加者同士の情報交換により，現代の育児方
法に対する抵抗が軽減し取り入れていこうという気持ちが芽生える，両親の育児
対処能力に気づき，両親の育児を見守りながら必要に応じて助言をするという自
分の役割を選択するという変化がみられた

■事例Ｂは，自らの孫や母親との関わりを他の参加者に語り支持されることによっ
て育児対処能力の自信が強められた

７

わが国における祖
母の育児支援－祖
母性と祖母力－

久保ら（2₀₀₈）

祖母性と祖母力について
分析し，祖母自身の生涯
発達における意味につい
て，また祖母の育児支援
のために専門家として支
援することは何かについ
て明らかにする

質的記述
的研究

孫を持つ女性₁₀名 ■年齢は₅₆～₇2歳であった
■祖母性（女性が心理的・社会的に祖母になること）の特徴として，【癒し体験】【い

きがい】【命のつながり】【浄化】【重荷】【家族の変化】【夫婦関係の好転】があった
■祖母力（育児支援の担い手としての祖母の力）の特徴として，孫の成長に合わせ

て育児全般において支援していた．孫の年齢でみると，０～１歳では，授乳，沐
浴，おむつ交換，散歩，子守り，一時的な預かり，衣服の準備などであり，２～
６歳の幼児期では，孫の遊び相手，家族の洗濯や食事のしたく，嫁の相談相手，
経済的な支援をしていた

2₀₀₉
～

2₀₁3
年の
文献

８

子育て支援に向け
た祖父母学級導入
の検討

角川（2₀₀₉）

岩手県における祖父母の
育児支援の現状を明らか
にし，育児のキーパーソ
ンである祖父母の力を子
育てに発揮できるように
するために，祖父母学級
の導入について検討，考
察する

横断研究 １歳６ヶ月の子ども
をもつ母親₁₄₉名

■仕事復帰後の母親の育児協力者は，実母2₁.3％，義母23.₁％であった
■祖母の年齢は実母・義母ともに₅₀～₆₀歳代が約₈割であり，約₆割の祖母が何らか

の形態で仕事に就いていた
■祖父母学級の参加について、₅2.₄％の母親が祖父母の参加を希望していた．祖父

母学級に希望する内容は，「祖父母の役割」についてが最も多かった

９

孫育てに関する祖
父母の思い

笹田ら（2₀₁₀）

祖父母の不安や困ってい
ることなどについて，原
因や内容を調査する

横断研究 ６歳以下の孫を持つ
祖父母3₄名

■平均年齢は₆2.₄±₇.2₉歳（₄₈～₇₈歳）であり，₄₀歳代３％，₅₀歳代2₉％，₆₀歳代
₄₇％，₇₀歳代2₁％であった

■孫や祖父母自身に関する不安や困りごとで「特に不安はない」と答えたのは₁₅％
であり，₈₅％は何らかの不安を感じていた

■孫に関する不安や困りごとは，教育やしつけに関すること33％，発育や発達に関
すること2₄％，哺乳，離乳食，食事などに関すること₁2％，睡眠や夜泣き・排泄
などの日常生活に関すること₁2％，の順に多かった

■祖父母自身に関する不安や困りごとは，疲労を感じる3₆％，世代の違いによる育
児観のギャップ2₁％，自分のやりたいことができなくなる，時間がなくなること
2₁％，の順に多かった

₁₀

祖母性の因子構造

久保ら（2₀₁₁）

祖母性の構成因子と特徴
を明らかにし，祖母らに
よる育児支援活動の推進
や，女性の生涯発達を支
援するための示唆を得る

横断研究 東京都内，近郊に住
み， 地 域 の カ ル
チャーセンターに通
う方のなかで，孫を
持つ女性2₉₈名

■平均年齢は₆₄.₄±₇.2歳（₄₉～₈₅歳）であり，₆₀歳代が半数を占めていた
■祖母性（祖母になること）の構成因子は，『健康不安と自己実現の困難』『生命や

家の継承と達成感』『孫から受けるケアギビング』『孫との支持的な関係性』の４
因子であった

■祖母性の４因子は，孫誕生による祖母の気持ち，誕生後の祖母の生活の変化と関
連があった

■「食事のしたくを手伝う」「孫におもちゃや洋服を買ってあげる」「おむつ交換を
する」「孫の食事を介助する」「孫の遊び相手になる」「孫の躾をする」では半数
以上の祖母が支援を行っていた．祖母性の４因子とは相関はみられなかった

₁₁

祖母力を活用した
育児支援のあり方
の検討

久保ら（2₀₁₁）

育児支援をする祖母らの
QOL の向上を目指して，
祖母力を活用した育児支
援（孫育児支援）を普及
していくための示唆を得
る

横断研究 東京都内，近郊に住
む孫を持つ女性2₉₈
名

■平均年齢は₆₄.₄±₇.2歳（₄₉～₈₅歳）であり，₆₀歳代が半数を占めていた
■ QOL 得点は，孫が近くに住んでいる祖母が高かった
■孫が近くに住んでいる祖母は，「私の出番だ」と感じるものが多く，自分のプラ

イベートな時間が減り，家族団らんの時間が増加し，精神的にも身体的にも負担
を感じていた

■祖母力と孫との距離では，「食事のしたくを手伝う」「洗濯を手伝う」「掃除を手
伝う」「風呂掃除を手伝う」「生活費の援助をする」「おむつ交換をする」「孫の遊
び相手になる」「孫の食事を介助する」「孫のしつけをする」の９項目で有意差が
みられ，孫がそばに住んでいる祖母のほうが，祖母力を発揮していた

₁2

孫育児に参加する
祖父母が持つ孫育
児 支 援 に 対 す る
ニーズ

石井ら（2₀₁₁）

乳児期にある孫を持つ祖
父母の孫育児支援に対す
るニーズを明らかにする

質的記述
的研究

孫の誕生を控えたま
たは１歳未満の孫育
児に参加している祖
父母₁₁名

■平均年齢は₅₉.₉歳であり，₅₀歳代７名，₆₀歳代３名，₇₀歳代１名であった
■孫育児に関する思いは，【孫育児を励みにする】【育児する親を気遣う】【育児す

る親を支える】【経験と異なる育児に戸惑う】【経験をもとに孫育児の方法を決定
する】【加齢に伴う身体的・精神的負担がある】であった

■孫育児支援に対する祖父母のニーズは，【孫育児に関する情報や技術を求める】【他
の祖父母の話を聞きたい】【自分のペースに合わないと参加しない】【祖父母同士
の交流を求めない】であった

■孫育児支援に対する反応は，【情報を基に孫育児の方法を決定する】であった
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№ タイトル
著者（発表年） 研究目的 研究

デザイン 研究対象者 結果（主な内容）

2₀₀₉
～

2₀₁3
年の
文献

₁3

乳児期にある孫を
もつ祖父母に対す
る孫育児支援活動
の実態と課題

石井（2₀₁₁）

乳児期にある孫をもつ祖
父母の QOL 向上を実現
するための孫育児支援プ
ログラムの開発に向け，
看護職者が実践している
孫育児支援活動の実態と
課題を明らかにする

質的記述
的研究

孫育児支援活動を実
践している看護職９
名と管理栄養士１名
の計₁₀名

■孫育児支援活動の実態と課題は₁3カテゴリあり，孫育児支援活動の背景，孫育児
支援活動の実際，孫育児支援活動の評価の３つに大別された

■孫育児支援活動の背景は【参加のきっかけ】【参加者のニーズ】【担当者の考え】
であり，孫育児支援活動の実際は【開催の案内】【開催時期】【担当者】【プログ
ラムの内容】【情報提供方法】【参加者数】【参加者の特性】であり，孫育児支援
活動の評価は【参加者の反応】【参加者の評価】【担当者の評価】であった

₁₄

親世代から見た祖
父母の孫育て

金丸（2₀₁3）

祖父母の孫育ての現状を
明らかにするために先行
研究を整理する．さらに，
親子教室に在籍する親世
代（母親）が捉えた祖父
母の孫育てと，母親の心
理的健康との関連を明ら
かにする

横断研究
と文献レ
ビュー

孫育てに関する先行研究
CiNii を主に利用し，

「祖父母」「孫育児」
「 孫 育 て 」 の キ ー
ワードで検索し得ら
れた文献を整理した

親子教室での調査
２歳児親子教室に在
籍した母親₅₉名

孫育てに関する先行研究
■対象とする文献の中では，祖父母の中でも特に祖母に焦点を当てたものがほとん

どであった
■先行研究で述べられている祖父母を対象とした孫育て支援の現状は，育児情報や

技術の提供が中心であった

親子教室での調査
■祖父母の年齢は，₅₁～₅₅歳₅.₄％，₅₆～₆₀歳₁₇.₉％，₆₁～₆₅歳₄₈.2％，₆₆～₇₀歳

₁₇.₉％，₇₁歳以上₁₀.₇％であった
■孫育ての頻度と内容は，月１回以上行う最も頻度が多い内容は「子育ての相談」

であり，次いで「一緒に遊ぶ」「生活習慣などしつけ」の順であった
■９割以上の母親は，祖父母の孫育てに概ね満足していた．満足の理由として「適

度な距離感」が最も多く，次いで「孫を預かる」「精神的支え」であった
■祖父母の年齢．支援量，居住距離と母親の心理的健康との関連では，「居住距離」

と母親の育児不安の間に正の関連，「居住距離」と支援量の間に負の関連，祖父
母の年齢と支援量との間に負の関連があった

2₀₁₄
～

2₀₁₈
年の
文献

₁₅

祖母が行う育児支
援に関する内容分
析

粕川ら（2₀₁₄）

文献検討により，祖母が
行う育児支援の内容を明
らかにする

文 献 レ
ビュー

医中誌 Web を用い
て，「祖母と支援」，

「 祖 母 と 子 育 て 参
加」，「実母と援助」
をキーワードに，収
載誌発行年を指定せ
ず原著論文を検索．
児の年齢が生後から
幼児までを対象とし
た祖母の育児支援内
容が記述された23件

■論文の内容分析の結果，祖母の育児支援内容は，《孫の育児行為の実施》《家族生
活の支援》《孫の人間性の育成》《母親への情緒的支援》《母親への情報的支援》
であった

■先行研究で述べられている祖母が支援行為を向ける対象は，母親，孫だけでなく，
父親やその他の家族まで及んでいた

₁₆

育児上の特別な配
慮を要する乳幼児
の孫育児における
祖父母の体験

石井ら（2₀₁₄）

育児上の特別な配慮を要
する乳幼児の孫育児にお
ける祖父母の体験を明ら
かにする

質的記述
的研究

育児上の特別な配慮
を要する乳幼児の孫
をもち，主な養育者
である孫の親と共
に，日常的に育児に
参加している祖父母
８名

■年齢は，祖父₅₅.₀±₄.2₄歳，祖母₅₉.33±₅.3₅歳であった
■孫育児における体験は，【最初の衝撃】【希望と落胆の揺らぎ】【孫育児への寄り

添い】【娘／嫁の心理的安寧の見守り】【息子／娘夫婦の家族機能支援】【自己実現】
であった

₁₇

祖父母の子育て支
援と孫の社会的ス
キルの発達および
祖父母の精神的健
康（気分状態）と
の関連

吉田（2₀₁₄）

孫への子育て支援と孫の
社会的スキルの発達およ
び祖父母の精神的健康

（気分状態）との関連に
ついて検討する

横断研究 幼稚園児₁₇₀名とそ
の祖父母₁₇₀名

■祖父母の平均年齢は₆₄.₈2±₅.₇₄歳であった
■祖父母による子育て支援の頻度は，ほとんど毎日2₁.2％，週１回以上3₁.₈％，そ

れ以外₄2.₉％，ほとんどない₇.₁％であった
■孫の社会的スキルは，年齢があがるにつれ，社会的スキル領域の得点が高くなり，

問題行動領域の得点は低下傾向にあった．男女別では，女児のほうが社会的スキ
ル領域の得点が高く，問題行動領域の得点が低かった

■週１回以上子育て支援を行っている祖父母（支援頻度高群）と，それ以外の祖父
母（低群）との比較において，高群の男児の祖父母は活気得点が有意に高かった．
また，孫の社会的スキルである自己統制スキルは，全園児，特に女児において，
祖父母の支援頻度高群のほうが高いことが示された

₁₈

娘の産後里帰りを
引き受けた実母の
体験

中村（2₀₁₄）

娘の産後の里帰りを引き
受けた体験が，実母の人
生においてどのような意
味があるのかを明らかに
する

質的記述
的研究

自然分娩した初産の
娘の産後里帰りを４
～６週間引き受け、
その後の経過が２ヶ
月以内の実母５名

■年齢は，₄₀歳代後半１名，₅₀歳代後半１名，₆₀歳代前半３名であった
■実母の人生において娘の里帰りを引き受けた体験の持つ意味は，【母親としての

潜在能力の発揮】【娘と孫から得られた幸福】【自己成長への気づき】【人生の新
たな方向性への気づき】であった

₁₉

初孫を育てる中で
祖父母が抱く孫の
両親との役割関係
の葛藤の実態

角川（2₀₁₆）

初孫を育てる中で，祖父
母が抱く孫の両親との役
割関係の葛藤の実態につ
いて明らかにする

質的記述
的研究

生後３ヶ月～６ヶ月
の初孫をもつ祖父母
８名

■年齢は，₅₀歳代５名，₆₀歳代３名であった
■祖父母が抱く孫の両親との役割関係の葛藤は，【孫の両親との関係の困難さ】【時

代背景のギャップに伴う戸惑い】【育児知識や経験不足から生じる孫の育児への
戸惑い】【孫の両親との関係構築への配慮】【祖父母として孫の育児に介入しすぎ
ない関わり】であった

2₀

₆₀歳代祖母による
孫の世話の状況と
疲労との関連

仲野ら（2₀₁₆）

₆₀歳代祖母による就学前
の孫の日常的な世話の状
況の把握と疲労との関連
を明らかにする

横断研究 ₆₀歳 代 女 性₇32名
（就学前の孫に日常
的な世話あり23₁名，
孫誕生なし₅₀₁名）

■就学前の孫に日常的な世話をしている者を孫の日常的な世話あり群，孫が誕生し
ていない者を日常的な世話なし群として分析している

■平均年齢は，孫の日常的な世話あり群₆3.₄₅±2.₆歳、日常的な世話なし群₆3.₈₄±
2.₈歳であった

■世話の状況は，週の世話日数が平均3.₁2日であり，世話内容は、屋内遊び₉₅.2％
が最も多く，続いて食事の世話₈₆.₆％，屋外遊び₇₅.3％の順であった

■蓄積的疲労徴候調査（CFSI）の８特性の各得点は，孫の世話の有無による有意な
差はなかった

■孫の日常的な世話あり群の CFSI の８特性は，就業，腰痛，定期的外出，健康意識，
世話の動機，育児方針の違い，世話による負担，世話をしている年数などと有意
な差がみられた．中でも，腰痛，世話による負担，健康意識はすべての項目と有
意な差が見られた

2₁

祖父の孫育児支援
行動と生きがい

片野ら（2₀₁₆）

祖父の孫育児支援行動の
実態と生きがいの関連性
を明らかにする

横断研究 乳幼児の孫がいる祖
父₉₁名

■平均年齢は₆₄.₆±₆.₁歳であった
■祖父は，日常生活援助以外の「遊び」「おんぶ・だっこ」「しつけ」などの育児を

中心に関わっていた
■生きがい感尺度（3₁～₉3点）の平均値は，₆₉.₉±₁₀.₉点であった．育児支援行動

をしている人ほど生きがい感尺度が高かった
■「孫育児が生きがいに影響している」人は₉2％であり，影響している人ほど生き

がい感尺度が高かった

22

離島における１歳
６ヶ月健診児をも
つ保護者とその祖
父母の育児負担に
関する実態調査

大重ら（2₀₁₆）

地域愛着，精神的自立性
との関連から保護者の育
児不安の特徴と要因につ
いて明らかにする

横断研究 １歳６ヶ月児健康診
査の対象児の保護者
₁3₈名と祖父母₅₆名

※ 祖父母の分析結果のみ抽出した
■祖父母の平均年齢は，祖父₆2.₈±₇.₈歳、祖母₆₁.₀±₇.₀歳であり，₅₀歳代および₆₀

歳代が中心の世代であった
■祖父母は育児不安の全ての項目で，保護者よりも有意に低かった
■「今住んでいる地域が好きだ」などの地域愛着の６項目で，祖父母が保護者より

有意に高かった
■精神的自立度は目的志向性と自己責任性からなり，目的志向性については４項目

中２項目，自己責任性では４項目全てで，祖父母が保護者より高かった
■ソーシャルサポートと地域愛着，育児不安，目的志向性，自己責任性の関係は，

無相関であった
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№ タイトル
著者（発表年） 研究目的 研究

デザイン 研究対象者 結果（主な内容）

2₀₁₄
～

2₀₁₈
年の
文献

23

文献に見る乳幼児
期の孫育てに関わ
る祖父母の認識と
今後の課題

主濱ら（2₀₁₆）

文献検討により，孫育て
に関わる祖父母の認識と
今後の課題について明ら
かにする

文献レビ 
ュー

医中誌 Web を用い
て，「祖父母」「祖母」

「祖父」「プレグラン
パ」「プレグランマ」

「孫育て」「孫育て支
援」をキーワード
に，2₀₁₀年～2₀₁₆年
に発表された原著論
文₁₁件

■文献によると，祖母は，孫に対して健やかに育つために出来る限りの支援をした
い、子ども夫婦世代の期待する役割に添いたいと認識していた

■文献を精査した結果，祖母が孫育てに関わることは，祖母の生涯発達に良い影響
を与えることも多い反面，負担に感じている祖母もいることが示された

■祖父の孫育てが祖父に及ぼす影響についての研究は見当たらなかった

2₄

新たに孫を迎える
祖父母の支援ニー
ズに関する文献レ
ビュー

礒山（2₀₁₇）

文献の分析により，新た
に孫を迎える祖父母の支
援ニーズを明らかにする

文献レビ 
ュー

医中誌 Web を用いて
2₀₀₄年から₁₀年間の
論文を対象に，「孫と
育児」，「里帰りと実
母」，「祖父母と育児
支援」をキーワード
として検索．両親の
支援や孫の育児に関
与した祖父母の意識
や体験及び支援に関
して記述がある2₈件

■新たに孫を迎える祖父母の支援ニーズとして記載されている内容は，【孫を迎え
る祖父母が育児にかかわることに伴う影響】【祖父母の役割】【妊娠・出産・育児
を担う母親の身体・心理】【現代の育児法】であった

１．1994～1998年の文献
　₁₉₉₄～₁₉₉₈年の文献は３件であり，すべて量的研究で
あった．３件に共通して，祖父母の年齢は₆₀歳代が最も
多かった．主なテーマとして，祖父母が行う孫育ての内
容と，祖父母の健康への影響について報告されていた．
　祖父母が行う孫育ての内容については，母親が育児主
体となり，祖父母は補佐的に育児に関与していることが
明らかとなっていた₁₅）₁₆）．宮中ら₁₇）は，祖父母の世話
内容について，孫の直接的な世話に関する項目を「直接
的子育て」，母親の情緒的・情報的サポートに関する項
目を「間接的子育て」，孫の遊びやしつけに関する項目
を「社会・文化的子育て」と整理した上で，乳児期，幼
児期の孫への祖父母の世話状況を明らかにしている．そ
れによると，乳児期において，直接的子育てはおむつ交
換が最も多く，社会・文化的子育てはあやす・抱くが最
も多く，幼児期において，直接的子育ては衣服の着替え
が最も多く，社会・文化的子育ては一緒に遊ぶが最も多
かった．さらに，乳児期・幼児期ともに，間接的子育て
は育児相談が最も多く行われていると記述されていた．
また，祖父と祖母の世話内容の違いについては，祖母が
食事の世話や風呂，昔話や本の読み聞かせといった育児
に，祖父よりも多く関わっていたと報告されていた₁₅）．
　祖父母の健康への影響に関しては，主に精神的健康に
ついて記述されていた．宮中ら₁₇）の研究では，約９割
の祖母が子育て参加の楽しさを認識していた．さらに，
祖父母は孫から必要とされることによって「有用感」が
高まるという報告₁₅）や，祖母自身がより多くの孫育て
を実際に行っていると認識しているほうが主観的幸福感
を高く有するという報告₁₆）もあった．その一方で，宮
中ら₁₇）によると，約７割の祖母は，子育て参加への心
配や不安を感じており，その内容は，自分の身体の疲労，
自分が子育てをしていた時と子育ての仕方が異なり戸惑
う，というものであった．

２．1999～2003年の文献
　₁₉₉₉～2₀₀3年の文献は２件あり，２件とも量的研究で
あった．この時期は，祖父母の健康への影響について主
に記述されていた．この祖父母の健康への影響に関する
新たな内容として，波川ら₁₈）によると，約７割の祖父母は，
孫の出生後，孫の成長が見られるよう健康に注意するよ
うになったという報告がされていた．また，祖母が生き
がいと感じることは，孫の世話が₇₁.₈％と最も多く，友
人や隣人との交流，趣味や娯楽よりも多かったという報
告もあった₁₉）．さらに，祖母の心理的健康にプラスに影
響していた因子として，子育てに疲れを感じていないこ
と，孫の母親と育児方針の相違がないこと，子どもの世
話が好きであること，孫との遊びやしつけといった社会・
文化的な子育て参加が多いことなどが明らかになってい
た₁₉）．

３．2004～2008年の文献
　2₀₀₄～2₀₀₈年の文献は２件あり，２件とも質的研究の
文献であった．この時期における新たなテーマとして，
祖父母を対象とした支援についての研究が挙げられる．
石井ら2₀）は，家族員の育児対処能力の向上と良好な家
族関係を目指した孫育児支援プログラムを考案・試行し，
保健師や助産師などの専門職による情報提供や，参加者
同士の情報交換が有用であったと述べている．
　また，これまでの研究と共通したテーマとして，久保
ら2₁）の研究では，祖父母が行う孫育ての内容，祖父母
の健康への影響について記述されていた．祖父母が行う
孫育ての内容については，宮中ら₁₇）の研究結果でも示
されたように，祖母が孫の成長に合わせて育児全般にお
いて支援していたという報告がされていた2₁）．祖父母の
健康への影響では，祖母が育児支援を重荷と感じている
ことが明らかになっていた2₁）．
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４．2009～2013年の文献
　2₀₀₉～2₀₁3年の文献は７件あり，量的研究４件，質的
研究２件，量的研究と文献レビューを合わせて報告した
もの１件であった．祖父母の年齢について記述のある文
献を整理すると，₄₀～₈₀歳代と年齢の幅は広いものの，
特に₅₀～₆₀歳代が多い傾向にあった．この時期以前の文
献と共通して，祖父母が行う孫育ての内容，祖父母の健
康への影響，祖父母を対象とした支援について報告され
ていた．
　まず，祖父母が行う孫育ての内容である．これまで祖
父母を研究対象として実施した研究報告はあったものの，
金丸2₈）は，孫の親から見た祖父母の世話について報告し
ており，新たな視点で捉えていたといえる．結果，頻度
の多い内容は「子育ての相談」「一緒に遊ぶ」「生活習慣
などのしつけ」であると孫の親は認識しており2₈），新た
な世話内容の記述はなかった．また，孫との居住距離と
支援量の関連について，久保ら2₅）の研究によると，孫
がそばに住んでいる祖父母のほうが，「食事のしたくを
手伝う」「洗濯を手伝う」「掃除を手伝う」「風呂掃除を
手伝う」「生活費の援助をする」「おむつ交換をする」「孫
の遊び相手になる」「孫の食事を介助する」「孫のしつけ
をする」の世話を多く行っていることが明らかになった．
　祖父母の健康への影響についても報告があった．この
祖父母の健康への影響に関する新たな内容として，笹田
ら23）は，祖父母の不安や困りごとの内容に，自身のや
りたいことができなくなることや時間がなくなること，
孫の教育やしつけ，発育や発達などがあることを報告し
ていた．また，孫との居住地が近い祖母のほうが，QOL

は高いものの，精神的にも身体的にも負担が大きいとい
う報告2₅），祖父母が孫育児に参加する思いとして，加齢
に伴う身体的・精神的負担を感じているという報告2₆）

があった．孫との居住距離や祖父母自身の加齢が，孫育
てをしている祖父母の身体的健康と精神的健康に影響を
与えるということは新たな視点といえる．
　祖父母を対象とした支援に関する新たな視点は，祖父
母，母親のニーズについての報告である．まず祖父母の
ニーズに関する石井ら2₆）の報告によると，祖父母は孫育
児に関する情報や技術を求めていることや，他の祖父母
の話を聞きたいといったニーズを持っていた．一方で，祖
父母の中には，自分のペースに合わないと参加しないと
いう考えや，祖父母同士の交流を求めないという認識も
あり，支援の必要性を感じていない祖父母もいることが
明らかになっていた2₆）．母親のニーズを明らかにした角
川22）の研究では，₅2.₄％の母親が祖父母学級への祖父母
の参加を希望しており，母親が祖父母学級に希望する内
容として「祖父母の役割」が最も多かったと報告されて
いる．孫育て支援の現状について，金丸ら2₈）は，育児情

報や技術の提供が中心となっていることを報告していた．

５．2014～2018年の文献
　2₀₁₄～2₀₁₈年の文献は₁₀件あり，文献数が最も多かっ
た．研究方法は，量的研究４件，質的研究３件，文献レ
ビュー３件であった．祖父母の年齢の記述がある文献を
整理すると，₅₀～₆₀歳代が中心となっていた．これまで
祖父母の年代に焦点を当てた研究はなかったが，仲野ら3₄）

の研究でのみ，₆₀歳代の祖母に焦点が当てられていた．
この時期以前に報告された文献と共通するテーマとし
て，以下の３点が挙げられる．
　１つ目は，祖父母が行う孫育ての内容に関する報告で
ある．この孫育ての内容に関して，祖母が支援行為を向
ける対象は母親と孫だけでなく，その他家族に及んでい
るという指摘2₉）は新たな視点であった．また，これま
でに祖父のみを研究対象とした研究はなかったが，片野
ら3₅）は，祖父の孫育児支援行動について，日常生活援
助以外の「遊び」「おんぶ・だっこ」「しつけ」などの育
児を中心に関わっていたことを明らかにしていた．
　次に，祖父母の健康への影響についてである．これま
で，祖母の精神的健康への影響について，孫育てをより
多く行っている祖母のほうが，主観的幸福感が高いとい
う結果₁₆）が報告されていたが，片野ら3₅）は，祖父につ
いて，育児支援行動をしているほど生きがい感尺度が高
いと報告しており，吉田ら3₁）は，男児を孫に持つ祖父
母の場合において，支援頻度高群のほうが低群よりも活
気得点が有意に高いと報告していた．また，仲野ら3₄）は，
₆₀歳代祖母の蓄積的疲労徴候調査の８特性全てと，孫の
世話による負担は有意な差が見られたと述べていた．
　３つ目は，祖父母を対象とした支援についてである．
磯山ら3₈）は，祖父母の支援ニーズについて文献を分析
した結果を報告している．それによると，祖父母は，自
身が育児にかかわることに伴う影響や祖父母の役割，妊
娠・出産・育児を担う母親の身体的・心理的な特徴，現
代の育児法という４点について理解したいというニーズ
を持っていることが明らかになったと報告していた．

Ⅴ．考　　察

　本研究結果から，乳幼児期の孫育てについての研究が
増加傾向にあり，徐々に研究は蓄積されてきていること
が明らかになった．対象文献について検討したところ，
祖父母が行う孫育ての内容，祖父母の健康への影響，祖
父母を対象とした支援の３つに大別されると考えられた．
　孫育てを行う祖父母は，補佐的に育児に関与し，育児
全般における支援を行っていたが，孫の成長に合わせて
支援の内容を変化させながら対応していることが実態と
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して記述されていた．さらに，祖父と祖母による世話内
容の違いがあることや，孫との居住距離による世話の頻
度に違いがあることなどが明らかになった．このように，
祖父母の性別や孫との居住距離によって，祖父母が行う
孫育ての形も様々であることが明らかになったが，人々
のライフスタイルや価値観の多様化が進んでいる現代に
おいては，他の要因も孫育ての実態に影響を及ぼしてい
るのではないかと推測される．そのため，年代別や職業
の有無など，様々な条件下で行われる孫育ての実態につ
いて明らかにすることが，今後必要ではないかと考えら
れた．
　祖父母の健康への影響は，精神的健康と身体的健康に
ついて記述されていた．精神的健康に関して，祖父母は
孫育てをすることで楽しみや幸福を感じ，より多くの孫
育てを行っているという実感が主観的幸福感や生きがい
感を高めていたことが報告されていた．さらに，祖母が
生きがいと感じることは，孫の世話が最も多く，孫育て
をすることによって，祖父母の精神的健康に良い影響を
もたらしていることが明らかとなった．その反面，祖父
母は孫育てに心配や不安，重荷を抱いており，精神的健
康に良い影響ばかりでないことが記述されていた．心配
や不安の内容には身体的疲労も挙げられたが，身体的健
康への影響については，孫との居住距離の近さや祖父母
の加齢に伴い，身体的負担が増すことが明らかとなって
いた．このように，祖父母の精神的・身体的健康への影
響は，良い面と悪い面の両方があることが示されてい
た．しかし，身体的健康に関して明らかにした文献は少
なく，特に身体的健康への良い影響については見当たら
なかったことから，今後も知見を増やす必要があるので
はないかと考えられた．また，加齢に伴う身体的・精神
的負担があると明らかになっていたが，乳幼児期の孫育
てをしている祖父母は₅₀～₆₀歳代が多いものの，年齢の
幅は₄₀～₈₀歳代と幅広いことから，祖父母の年代に着目
した精神的健康・身体的健康への影響を分析し，支援を
検討することが必要ではないかと考えられた．
　祖父母を対象とした支援についての文献によると，保
健師や助産師などの専門職による祖父母への支援方法は，
孫育児支援プログラムや祖父母教室などのグループ支援
が主であった．その内容は，育児情報や技術の提供，祖
父母同士の交流の場の提供が中心となっており，祖父母
自身が子育てをしていた時との育児方法の変化に戸惑い
や不安を感じている祖父母のニーズとも一致する内容で
あった．しかし，祖父母自身のペースに合わないと教室
等に参加しないと考えている祖父母もいたことから，支
援を必要とする祖父母にとってどのようなサービスが活
用しやすいかについて，今後探る必要があると考える．

Ⅵ．本研究の限界と今後の課題

　本研究では，社会背景や子育て支援体制などの違いか
ら孫育ての実態が異なる諸外国3₉）における研究は対象と
せず，日本における乳幼児期の孫育てに関して，これま
での研究の動向を整理することに焦点を当てた．孫育て
に関する研究は，今後も蓄積されていくと考えられるた
め，日本における孫育ての研究動向を継続して探索して
いく必要があると考える．加えて，日本の孫育てに関す
る課題解決の糸口や，今後の孫育て推進に向けた有益な
情報を得るためには，社会背景や子育て支援体制の異な
る諸外国の取り組みを探ることも意味があると考える．

Ⅶ．結　　論

　文献レビューの結果，乳幼児期の孫育て研究は，祖父
母が行う孫育ての内容，祖父母の健康への影響，祖父母
を対象とした支援の３つに分類された．祖父母の年齢は
₅₀～₆₀歳代が多いが，年齢幅は₄₀～₈₀歳代と幅広い年齢
の祖父母が乳幼児期の孫育てを行っている実態も明らか
になったことから，今後は，祖父母の年齢別の分析やラ
イフスタイルの影響を考慮した分析を行い，支援を検討
することが必要ではないかと考えられた．また，祖父母
を対象とした支援は祖父母のニーズとも一致するもので
あったが，祖父母自身のペースに合わないと参加しない
と考えている祖父母もいたことから，支援を必要とする
祖父母にとってどのようなサービスが活用しやすいかに
ついて，今後検討する必要があると考えられた．
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